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「えう,′を夕から全a生涯夕智フェスティパルヘ」
副会手 難す称るチ  斎藤 π男

当会が発足してから5年が過ぎようとしておりますが、

その問,県北支部では平成 16年度は支部内部における
「カルチャー発表講座」を実施し、 17年度から一般市
民を対象にした「ふくしま学遊塾」がスタートしました。

その年度は、一部の講演には来聴者が 10数人得られ
ましたが、他の講演では、民友新聞や福島リビング新聞

での広報にも関らず思つたような成果は得られませんで

した。 18年度は新間での広報に加え、学習センターヘ

のチラシの配置、さらに知人等への働きかけにより常時 10数名の参加者が得られるようにな

り、地道な努力の成果が報われるようになつてきました。 19年度は一年を通じて毎月講演と
実技を行つており、市民の皆様の期待感と塾の活動意義が実感できる状態になつてまいりまし

た。多くの生涯学習提供グループの存在する中で、このような成果が得られることは、会の存

在意義が高まったためであり、学習センターなどからも認知され、協力が得られることは嬉し

い限りであります。

県内では、会津支部の「いきいき人生塾J力 会`員制を取つてより大きい成果をもたらしてい

るとのことですが、その努力に敬意を表するものであります。

さて、全県的な今後の会のあり方として、さらなる活性化や人材活用を図るためには他県で

実施しているような専門分野ごとのグループ活動の推進や「出前講座」の開設などを行い県内

支部間、方部間の交流を推進することも企画されても良いのではないかと考えております。

さらに、来年 10月 には第 20回

全国生涯学習ウェスティバルが本県

で開催されますが、その中で、当会

の関与する分野は「生涯学習インス

トラクター全国大会」への参画と体

験学習ブースにおける学習指導では

ないかと思われますが、地道な日常

活動の延長上に本大会を位置づけ、会の存在意義をより多くの県民の皆様にお伝えできないも

のかと考えております。具体的な内容は今後、企画検討されることと思われますが、この大会

を成功させることにより、会がさらに飛躍発展することを願うものであります。

第20日燿 生泄争測フエステイバル

まなびピア ふくしま 2008
まなび愛 うつくしまから 夢発信

平成20年 10月 11日 (■)～ 15日 (水 )(予定)

主会■ in島県文化ヤンター ビッグパレットふくしま 1'山市■文化センタ
ー
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他都道府県生涯学習インス トラクターの会情報

彙鷺黒におけ3全法学雷インストラク′-0活動
1 愛知県における現状
愛知県内には、千人以上の資格取得者がいる。各市町村
の生涯学習推進委員、公民館など生涯学習施設の運営に関
わる人、NPOやボランテイア団体を組織し活動している人、
教育・文化のグループやまちづくりの運動を広げている人、
市民講師や学習コーディネーターとして専門・特技を活か
している人など、学習の成果と資格を活用して、活躍して
いる人たちも多い。半面、資格はとったものの活動の舞台
を得られず模索している人たち、又現職で将来の活動に備え準備している人たちもいる。
2 組織
これら活躍する人たちの活動舞台をいっそう広げるとともに、模索し準備する人たち
に活動のチャンスときっかけを作ることを目的に、有志の呼びかけで平成 15(200
3)年 4月 に「あいち生涯学習インストラクターの会」が結成された。現在のところ会
員数は流動的であるが、 100余 名で活動分野は47種類に及んでいる。

3 会の事業
会の事業としては、情報交換と経験交流のための例会、研修
会、シンポジウムなどを 開催、会報 「ASIニュース」 (年間
12回)を発行している。
また、愛知県の学習情報システム「学びネットあいちJのネ
ットワーク機関として登録するとともに、愛知県生涯学習推進セ
ンター主催の「四季企画展」に出展した。さらに平成 16(20
04)年 5月 に行われた「NPOと 日進市との協働ルールを確認

する共同署名式」に参加し、市長と署名を交換した。その後その趣旨に沿つた活動を展
開している。 (関連内容下記掲載)

更には各地区への講師派遣事業の一環として、「岡崎 100セ ミJへの積極的な協力を
図っている。

4 NPO法 人化
活動を一層拡げ、さらに会の社会的な信頼度と知名度を高めることを目標に、NPO
法人化を申請した。平成 17(2005)4月 に認証、 5月 に設立登記を完了した。法
人化達成後の最初の事業として下記の事業を進めている。
○ 活動分野別公開個人情報 (人材ブック)を発行し、県・市町村教育委員会、生涯学
習施設、公民館、社会福祉施設等に配布。
○ 生涯学習に関心のある市民、社会通信教育受講者・修了者を対象に、「生涯学習実践
講座Jを企画・開催。
○ 日進市の「生涯学習プラザJ指定管理者募集に対して応募、そのための受け皿 (共
同事業体)と して 「日進コンソーシアム」を設立した。これは地元のNP02団 体と
提携・協働を図るもので、今後の発展が大いに期待できる。

愛知県の活動を全国へ発信することを目的として、日本生涯教育学会で「愛知における
生涯学習インストラクターの活動と組織」を報告し、同会奨励賞を受賞した。上記の内容
は「生涯学習研究 e事典Jに掲載された内容の一部である。

(情報収集 HP(生 涯学習研究 e事典)・ 機関誌「生涯学習インストラクターJよ り)
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「日碁ヤ生ほぞ習」
県南支部・広報委員 徳江 明子

以前から私は、何らかの形で社会に関つていきた

いという思いがありました。その様な時にある雑誌

で「生涯学習ボランティアJの広告文字に触れ、魅
かれました。取柄が無くとも、私に出来ることが見

つかるかもしれないと思い、さっそく講座を申し込

みました。
「汝、その一隅を照らせ」(最澄)と いう言葉があ
ります。

自分が置かれている場所や立場でベストを尽くし、

それぞれがその一隅をしつかり守って照らせば、い

つかそれが万燈となり社会全体を照らされていく。

私は、積極性に少々乏しく、人前に出たりするのが苦手です。直そうと思ってもなかな

か直せないものです。皆さんの活躍を目の当たりにして、焦りを覚えたこともありました。

でも、今は、ささやかな光でも一隅を照らす精神でやつていきたいと思つています。

今、趣味の中で一番力を入れているのは、囲碁です。子どもの頃、父から習いました。

結婚してからはほとんどしておりませんでしたが、平成元年に福島に移り住んでから再び

始めました。

現在は福島市にある女性ばかりのサークルに所属しております。

各都道府県持ち回りの女流囲碁都市対抗戦に参加したり、 11月 茨城県で開催されたね
んりんビック (全国厚生福祉祭)に福島県の代表として出場できたことと等で、全国の方々

との交流ができることは、現在の自分にとつて社会とのつながりのパイプの一つで、とて

も大きな意味を持つています。

その囲碁のおかげで、地元の小学校で二度ほど「音の遊びの集い」に参加させていただ

きました。村のボランティア協議会にも登録していますので、そこで生涯学習とのつなが

りが出来ていけば幸いだと思っております。これからも機会があれば囲碁を通じてお役に

立てればと思っています。

～「いきいき人生塾」に参加して～

受講生 佐漱 ケイ子

生涯学習インストラクターの会会津支部主催の「い

きいき人生塾Jに多加して4年 目、今度も8回の学習

会があっという間に終わってしまつた感じである。

とにかく、内容がバラエティに富み、和気合い合いと

楽しく気軽に学習できるのが何よりである。また、会

員の中からも講師をやつていただいたり、親睦が深ま

つた同好本会のますますの発展を祈りたい。

(福島県生涯学習インストラクターの会会津支部)

インターネット
「学びの手記

07年夏 第 1
集」から情報収

集させていただ

きました。
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「活動報告」

県職員ライフプラン講習会の講師を担当 して

副会長兼県中支部長 原田 重朗
県職員 (50歳代)を対象としたライフプラン講習会 (退職準備型)が去る 11月

21日 (月 )県庁で開催された。

内容は「ライフプランのすすめJに始まり、「退職後の医療帝1度 J、 「退職に伴う給

付、年金J私が担当したのは「退職者からの講話」として、県職員のOBの立場か

ら「退職前の心構え」、「退職後のライフワーク」について、健康、生き甲斐、生涯

学習、地域社会貢献等について、40分間講義した。身近な問題として真夕1に聴講し

ている雰囲気が伝わつてきた。

聴講者は会場と、地方県合同庁合にテレビ中継され、約 200名 の職員が受講され

た。

県 民 カ レ ッジ

講座 INDEX

VoI. 3

「夢まなびとJ

に掲載」されま

した。

美田京子 さんはご

承知のように福島

県生涯学習インス

トラクターの会副

会長兼総務委員長、

県北支部品1支 部長

の役職 を兼務 され

ています。
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特rll毒縮

く私0麓筆熱より) 電話0作法
県北支部 湯田 善一

近頃は携帯電話を持っている人が多い。老若男女を問わずである。この間は,大正生まれの
ご婦人が携帯電話の操作をしていたのを見

て、驚きと同時に “時代の流れ"を感 じさせ

る昨今である。実は私も携帯を持つている一

人であるが、持つていると言えば聞こえはい

いが、何となく持たされているというのが正

確な言い方である。それでは「なぜ携帯を持

たされているのかJと いうことになるが、そ

れは私の悪癖にある。とにかくウオーキング

に出れば “鉄砲玉"の よう、宴会には会場も

告げずに出てしまうなどで、業を煮やした妻

が、私の身を案して取つた “苦内の策"だっ

たのである。最初、携帯は若者だけが持つも

のと偏見をしていた私であつたが、持ってみ

携帯電話の加入者数の推移

ると以外や以外、その便利さに
°
うつつを抜かす"よ うになつた。今では携帯を楽しんでいるの

が実態である。私の体験した、面白くて悲しい “電話今昔物語"を述べねばなるまい。

時々突然に、ところ構わずに携帯が鳴ることがある。驚いて、携帯を手にし覗き込むと、見知

らぬ番号が表示されている。そんな時 「電話に出ると『振込めサギ』

に遭うので、絶対に出ないようにJ、 との妻からの厳重な言い渡しがあ

り、表示された番号を横日で明みながら、決して出ないように心がけ

ている。私にとつて携帯とは「間違い電話の留守番」のようなもので

ある。私は 65歳 になるが、未だに勤めを持っている。俗にいう「第二

の職場Jである。長年、電車通勤であるが、考え方一つで楽しいもの

である。私の場合は、本を読んだり、知人との会話を楽しんだり、時

には “瞑想に耽る"こ とも・・・。そして、こつそりと携帯のニュースを眺めるなど、楽しみ方

は様々である。一番面白くないのが車内のアナウンスである。それは、毎日繰り返し流されるコ

マーシャルである。「OOの 医院は親切だ」とか「△△の飲み屋は安くてうまい」などで、乗客
の中には、私のように「雑音Jと 感じている人も少なくない。

もう一つは携帯電話の「使用禁止放送」であるが、なぜか形式的なので梓易する。車内の窓ガ

ラスを見ると、「携帯電話のマナーJが、シールで貼られている。その文言を読むと “車内では

'マ
ナーモー ド」に設定し、通話は「ご遠慮ください」"と ある。草内では「携帯の電源をお切

りくださいJと 執拗に放送をしているが携帯使用の客には “馬耳東風"。 一向に効き日がない。

そして不思議なことに「なぜ禁止しなければならないのか」。その目的のアナウンスを聞いたこ

とがない。車掌が車内を行き来しているのをよく見掛けるが、携帯電話で話している乗客を見つ

けても “知らんぶり"。 終には注意を喚起することもない。こんな様子なので、時々訳の分から

ぬ事態が起きてしまう。

一昨年の桜の花が満開の頃、勤め帰りの電車内のことである。その日は少し混雑気味であった

が、数人が携帯メールに夢中になつていた。乗客は勤めや学校帰りのサラリーマン、OL、 高校

生、主婦などいつものようにバラエティに富んでいる。とその時、進行方向に背を向けて、喜寿

10 ω l,
力1入 者盤‐万力「入

=|●
つ  2■ 1  を0∝  =● 3  ,¨ 4  2●ヽ  2011

1年
1■烹
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ほどの老人がすつくと立ち上がり、乗客を見渡し呪み付けると、いきなり
「よく私の話を聞け !

放送で携帯を『切れ !』 と言つているのに、なぜ切らないのか。おまえらには聞こえないのか !

だから日本人は駄日だと言われるんだ |こ の馬鹿者ども !」。老人は大声でそう怒鳴ると、スタ

スタと別の車両へと立ち去っていつた。次の車両内でも、その大きな声がかすかに聞こえていた。

多分、同じように「布令」回つたに違いない。まるでテレビドラマで見る戦争中の軍人さんの“命

令口調"のようだ。注意を受けた肝心の乗客は、一瞬老人の顔を見たものの全くの“どこ吹く風
"。

「変な御仁が、何か怒鳴つていったJと いう感じで、その後も何もなかったかのように一心不乱

にメールに耽つていた。

今年 8月 の初めにもこんなことがあつた。 うだるような暑さは、さすがの私もウンザリ。自
宅の座敷でクーラーをかけ、熊の冬眠のようにうつらうつらとしていると、急に私の携帯のコー

ルソングである“きよしのズンドコ節"が鳴った。妻との禁を破り、恐る恐る携帯に出てみると、

「ああ、タゲ姉ガヨ !おれおれ」。私の声が男か女か分からぬほど錯乱状態のようだ。
「エッ、ど

ちらさん ?Jと 驚いて尋ねると、「あんただれ ?ほ らおれだよ、俺 IJ。 勿論私の妻は「タゲ姉」

ではないので、全く心当たりがなく無言で様子を探っていると、その男、「何んで黙ってんだ。

タグ姉はいねの、タゲ姉に変わってケロ !Jと 意味不明の電話。そこまで聞くと、さすがの私も

一方的に電話を切つた。そして、間違い電話をかけてきたその人に
「憤りJを覚えたものの、そ

の “頓珍漢"な会話と会津.lLり に妙に親しみを感じ、いつの間にか一人、その人の偶像を思い巡

らせていた。

ある日のこと、知人から虐子の携帯の電話料金のことで相談を受けた。「スネを薔つている分

際で、毎月何万という料金の請求がくんだガラ。どうしたらいいんだ
べえなぁ。あの野郎は暇せ

あっと、女 (おなご)と しやべつていんだガラ」と息子をなじる。私は咄嵯に「色男なんだベガ

ラ?と 聞くと、「まあ、俺に似て『見てくれ顔』だけはナJと 、得々と冗談を飛ばす。「そういう

息子さんでは、金がカガッテも仕方ねえんだべえJと 、“親の躾 (しつけ)"が肝心であるという、

世間一般の「ありふれた話」をすると、
「俺も若ゲェ頃は、ああだつたガラナイJと ばかり、妙

なところで納得する。やはり教育は、家庭の「躾」からなのかも知れない。

最近の携帯業界は過当競争だという。携帯機能も段々と良くなつて、今では写真は撮れ、テレ

ビも見ることができる。「携帯一つあれば何でも出来る時代になつたJと 、テレビのコマーシャ

ルで聞いた。私も妻に「せめてテレビを見れるものと交換してくれJと 懇願しているが、
「料金

が高く付くので駄目だ」と一喝され、夢は絶たれている。今の若い人は、最新の機能を持つ携帯

を四六時中使用するので「料金も馬鹿にならない」ということを聞いたことがある。親にしてみ

れば「穀潰しJと 言いたくもなる。高校生がなぜ『携帯電話』が必要なのか、そして料金がなぜ

そのようにかかるのか、私には未だにその訳が分からない。世の中があまり便利になるのも善し

悪しであり、金の値打ちも分からぬような子に、親の経済力に “物をいわせ"流行に追随し“最

新の高価な機器を買え与えること"は、考えものであるというのが私の持論である。

私の高校生の頃は、今からみれば何もかも不便な時代であつた。その一つに電話があつた。日

本の電話の歴史を組解いてみると、その歴史はかなり新しい。明治 23年 12月 16日 、日本初の

電話が東京～横浜間を開通する。交換局は東京千代田区に置かれ、交換手は女 7人に夜勤専任

の男 2人で発足したというから、何とささやかな開業であろうか。当初の加入者は、官庁を含

め東京で 155人、横浜で 42人、通話料金は東京～横浜間、5分で 15銭であつたと歴史の文献

に記されている。因みに、開通最初の挨拶は「オイオイJだつたという。その後日本全国ダイヤ

ル化即時通話の完成は、昭和 54年であつた。こんな便利な時代が来ようとは、誰が想像しただ

ろうか。

今から遡ること50年、昭和 30年代当時。商店や裕福な家を除いては電話機がなかつた。我
が家は農家なので必要もなかつた。それに電話などの “文明の利器

"には、とんと縁のない生活
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ぶりであつた。急用以外今のように電話で話すことも連絡することもなかった。緊急で電話を使

うのは「危篤の電話」くらいのものである。それも “呼び出し電話"である。“呼び出し電話 "

とは、「隣近所で電話機がある家にかかつてきた自家宛の電話を、取り次いで貰うこと」である

が、私は高校 3年になるまで、この“呼び出し電話"でさえも、満足に使 うことができなかった。
我が家に “呼出し電話"が くるたびに「恐怖感」さえ覚えていたものである。ある時、担任の先
生から就職のことで、“呼び出し電話"があり、止むなく我が家の向かいにあつた、魚屋さんの

電話回に駆けつけ “発明王エジソンの考案したような電話機"と 対峙し、慌てふためいたことが

あった。初めての経験で、頭が真つ白になつている私に、先生は「何を話しているのか、もつと

要領よく話せ !」 と怒られ、それ以後「電話恐怖症」に陥った思い出がある。今考えると恥ずか

しい話であるが、電話がそんな高価な物だつた時代なのである。

電話の交換嬢は、役所や会社といつた組織の顔であるというが、先日ある会社に電話したがな

かなか出ない。呼び出しが鳴つているのにである。個人の家ならいざ知らず会社なので、直ぐに

出るのが当然、と思い込んでいるせいかイライラが募る。「交換嬢は何をしているんだろう。 ト
イレかな ?」 などど余計な勘繰りをしてしまう。意地を張って、少しの間呼び出しをしていると、
「はあい」と気の抜けた返事で、中年女性のような声の持ち主が電話に出る。「○○さんをお願

いします」と告げると、「あなたは ?」 とこちらの身許を究IIBしてくる。むやみに外部の電話を

取り次ぐのは問題だろうが、交換嬢などにいちいち名乗つてみても仕方がないという意識がある

ので面白くない。挙げ句の果てに「今日は、いねぇようだなぁ」に至っては「何をかいわんや」

である。

私が相談員になつて 6年になるが、いつの頃からか「電話相談ほど難しいものはない」と思う
ようになった。しかし、時々なぜか電話がかかつてきて心が安まる時がある。それは、電話の理

屈としては、かける側の都合が優先するものであるが、かける前に「今、電話をかけて相手に迷

惑ではないだろうか」と考えるだけの “余裕"と “思いやり"を持っていて、はじめに「今、す
こしお話ししてよろしいでしょうかJと 、こちらを気遣ってくれる人がいることである。その“心

遣い"が何にもまして嬉しいのである。長電話になりそうだったら、それくらいの配慮は当然だ

と私は思う。

職場では、かつて「電話のかけ方のマナー講習会」なるものがあった。先輩方から電話のかけ

方や受け答えの「手解きJを受けるのであるが、今でもその教えが役に立っていることに驚く。
その一つには電話の原点である「相手を気遣うJと いう“言葉の作法"が あったからに相違ない。

しかし、今や誰もが所持し簡単な操作で事足りる「携帯時代Jである。簡便さ故にあらゆる面で、

日本の美徳とされてきた。“言葉の文化・礼儀・作法"が ことごとく崩壊しているという現実が
ある。悲しいことではあるが、私にはどうしてもそう思えてならない。

“俳聖松尾芭蕉"に『不易流行』という教えがある。『不易』とは、時代を経ても “衰えない

もの"“変えてはならないもの"、『流行』とは、時によっては “衰えてしまい変えなければなら

ない"と いう俳諧の考え方である。 日本の “電話文化"について、“何を残して何を変えればい
いのか"私にはその術を知らない。しかし世間では、携帯電話の「簡便さJが禍しているのか「ネ

ット犯罪」が横行し、携帯電話を悪用した「振り込めサギJの ような、金銭トラブルが後を絶た

ない。『電話の作法』が乱れに乱れているのである。これは単に、日本人が「伝統」として守り

続けてきた “言葉の作法"や「人には迷惑をかけてはならない」とする“道徳"を失つているか
らではないか。これらは皆、簡便な生活を追及したばかりに、どこかに置き去りにされた“美徳"

ではないか。「便利さ」を真に享受するとはどういうことなのか、それはどのような意味がある

ことなのか。今、一人一人が原点に立ち返り、真剣に問い直してみる必要があるのではないかと

私は考えている。(福島県生涯学習インストラクターの会会長)
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の ご 20年 2月 29

回 日 時 講 座 名 内   容 会 場 講  師

4 12月 8日 (土 )

9:30-15:00

自然観察

里山を歩く
― ト

初冬の森林で不思議を見
つけ学ボ。

里山は伊達市月舘町 (1ヽ手

七つ森)予定
定員 15名

費用 :実費頂くことありま

す。

舘

御

公
―
田

館

月

町

代

民

生涯学習インス ト

ラクター

阿 部 明 義

1024-5733444)

6

平成 20年
1月 26日 (土 )
13130‐ 15:00

講演

文豪シリーズ①
「奥只見ltlと 三

島由紀夫J」 説ヽ
―「沈める瀧 J

スライ ド講演
三島由紀夫の生涯と作品
・福島県ゆか りの 「沈める

瀧Jの原風景を辿る。

福島市

中央学

習セン

ター

生涯学習インス ト

ラクター

菊 地 昌 彦
(024-5480825)

7
2月 23日 (土 )
9:30‐  15 :00

講演

や さしい家庭果

樹づくり

果樹を庭植 え、鉢植 えに し

て、美 しい花を楽 しみ、おい

しい果実を実 らせ るポイ ン

ト (栽培技術)を学びましょ
う。

福島市

清水学

習セン

ター本

館

生涯学習インス ト

ラクター

中 村 紘 夫

(024--593‐ 0465)

・ 申込み―県北支部以外の方、一般の方大歓迎です。直接講師宅にお申込み下さい。
・ 申込み期限～講座開講の 5日 前とします。当日でも自由に参加できます。
◆ 会津支部か ら「いきいき人生塾」へのご案内

※会津支部以外の方、一般の方、それぞれの回のみでも結構ですのでご参加下さい。 (鈴木支部長宛に申込

み願 レ`まつ
~。

 To0242 28‐ 2038)

回 内   容 同  時 会  場 担 当 者

第 7回 「韓国料理にllL戦」
12月 9日 (日 )
10:00- 南公民館

主婦

五十嵐ヒョンスーク先生

第 8回
「手と手をつなぐこと」

記念品作り・閉講式

1月 13日 (日 )

10 : 00-
中央公民館

元会津若松市中央公民館長

伊藤程子先生

生涯学習インス トラクター

鈴木 隆子

広報委員会からのお知らせ

○ 当初の編集計画の内容を諸事情により変更させていただきながら、発行させていた
だいています。ご理解いただきたいと思います。

○ 最近寄稿していただける方が増えつつあります。広報委員会としては大変嬉しく心
から感謝申し上げます。

痴葉ダ認

今年の締めくくりとなる「曙光Jの発行、今回が 6回 日の発行となりました。これまで、編集に携

わつてこられた方々に感謝の念をいだき、来年 1)本会の情報発信源としての本紙であり続けたいもの

と思つています。皆さん良いお年を 1                (広 報委員 星 勝好)
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